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数量計算書



工　種 種　別 細　別 規　格 単位

土　　　工 式 1

土木 床掘 土砂 ｍ3 12.0 10

埋戻 購入土 ｍ3 3.4 3

埋戻 流用土 ｍ3 2.9 3

残土処分・運搬 土砂 ｍ3 8.9 9

排水工 式 1

排水工 VS横断側溝 500×500 ｍ 7.1 7

集水桝 18-8-40BB 基 1.0 1

コンクリート工 式 1

コンクリート工 コンクリート工 18-8-40BB m3 0.2 0.2

舗装工 式 1

舗装工 表層工
再生密粒度As
13mmTop

ｍ2 11.5 12

路盤工
再生砕石
RC-30

ｍ2 7.2 7

不陸整正
補足材
t=10mm

ｍ2 4.3 4

道路附属物撤去・再設置工 式 1

道路附属物撤去・再設置工 転落防止柵撤去・再設置工 支柱間隔　1.5m ｍ 1.5 1.5

 ビーム部撤去・再設置工 支柱間隔　1.0m ｍ 1.0 1.0

 ビーム部撤去・再設置工 支柱間隔　2.0m ｍ 2.0 2.0

構造物撤去工 式 1

構造物撤去工 舗装版切断
As舗装

t=15cm以下
ｍ 19.6 20

汚泥運搬処分 汚泥 ｍ3 0.02 0.02

舗装版破砕積込
As舗装

t=15cm以下
ｍ2 16.2 16

殻運搬・処分 アスファルト ｍ3 0.7 0.7

Co取壊し・殻運搬・処分 有筋(二次製品) ｍ3 0.1 0.1

Co取壊し・殻運搬・処分 無筋 ｍ3 0.7 0.7

玉石取壊し・玉石運搬・処分 ｍ3 0.4 0.4

仮設工 式 1

交通誘導員 交通誘導員B 人 8 8.0

工　事　数　量　総　括　表

数　　量 設計数量



名      称 規     格

土工

床掘 土砂 延長箇所調書より ＝ 12.00 12.0 m3

埋戻 購入土 延長箇所調書より ＝ 3.40 3.4 m3

埋戻 流用土 延長箇所調書より ＝ 2.90 2.9 m3

残土処分 延長箇所調書より ＝ 8.90 8.9 m3

排水工

側溝工 VS横断側溝(500×500) 延長箇所調書より ＝ 7.10 7.1 m

集水桝 延長箇所調書より ＝ 1.00 1.0 基

コンクリート工

コンクリート工 18-8-40BB 延長箇所調書より ＝ 0.20 0.2 m3

舗装工

表層工 再生密粒度As13mmtop t=40 延長箇所調書より ＝ 11.50 11.5 m2

路盤工 RC-30 t=100 延長箇所調書より ＝ 7.20 7.2 m2

不陸整正 補足材　t=10mm 延長箇所調書より ＝ 4.30 4.3 m2

道路附属物撤去・再設置工

転落防止柵撤去・再設置工 支柱間隔　1.5m 延長箇所調書より ＝ 1.50 1.5 m

 ビーム部撤去・再設置工 支柱間隔　1.0m 延長箇所調書より ＝ 1.00 1.0 m

 ビーム部撤去・再設置工 支柱間隔　2.0m 延長箇所調書より ＝ 2.00 2.0 m

構造物撤去工

As舗装版切断 t=15cm以下 延長箇所調書より ＝ 19.60 19.6 m

汚泥運搬処分 汚泥 延長箇所調書より ＝ 0.02 0.02 m3

As舗装版破砕 t=15cm以下 延長箇所調書より ＝ 16.20 16.2 m2

As殻運搬処分 アスファルト 延長箇所調書より ＝ 0.70 0.7 m3

Co取壊し・殻運搬・処分 有筋(二次製品) 延長箇所調書より ＝ 0.10 0.1 m3

Co取壊し・殻運搬・処分 無筋 延長箇所調書より ＝ 0.70 0.7 m3

玉石取壊し・玉石運搬・処分 延長箇所調書より ＝ 0.40 0.4 m3

仮設工

交通誘導員 交通誘導員B 4日 × 2人 ＝ 8.00 8.0 人

　　数 量 計 算 書
1式当たり

計　　　　　　算　　　　　　式 数    量



残土処理 m3 8.9

床掘

埋戻し 購入土 m3 3.4

土砂 m3 12.0

延長箇所調書

土工

1式当り

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

埋戻し 流用土 m3 2.9



名　称 規　格

床掘 土砂

VS横断側溝部 V1= 1.07 × 6.80 ＝ 7.28

床掘① V2= 2.51 × 0.66 ＝ 1.66

床掘② V3= 0.35 × 2.40 ＝ 0.84

試掘部 V4= 1.50 × 1.50 × 1.0 ＝ 2.25

合計 V= = 12.03 12.0 m3

埋戻し 購入土

図面２(新設平面図(拡大)、新設標準横断図　VS横断側溝 )より

VS横断側溝部 V1= 0.44 × 7.1 ＝ 3.12

図面２(新設平面図(拡大)、新設標準横断図　B-B')より

集水桝部 V2= 1.30 × 0.24 ＝ 0.31

合計 V= = 3.43 3.4 m3

埋戻し 流用土

図面２(新設平面図(拡大)、新設標準横断図　B-B')より

集水桝部 V1= 0.26 × 2.30 ＝ 0.60

試掘部 V2= 1.50 × 1.50 × 1.0 ＝ 2.25

合計 V= = 2.85 2.9 m3

残土処理 V= 12.03 - 2.85 ÷ 0.90 = 8.86 8.9 m3

図面２(新設平面図(拡大))より

土工 数　量　計　算　書
1式当り

計　　　　　　算　　　　　　式 数    量

図面２(新設平面図(拡大)、新設標準横断図　VS横断側溝)より

図面２(新設平面図(拡大))より

図面４(床掘・取壊し平面図(拡大)、取壊し標準横断図)より



7.1500×500 ｍ

延長箇所調書

排水工

1式当り

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

VS横断側溝

集水桝 18-8-40BB 基 1.0



名      称 規     格

VS横断側溝 500×500 N= = 5.00 5.0 本

L= = 10.00 10.0 ｍ

均しコンクリ－ト 18-8-40BB 0.85 × 0.10 × 10.00 = 0.85 0.9 m3

均しコン型枠 0.10 × 10.00 × 2.00 = 2.00 2.0 m2

インバートコンクリート 18-8-25BB 0.36 × 0.50 ÷ 7.10 × 10.0 ＝ 0.25 0.3 m3

グレーチング N= ＝ 5.00 5.0 枚

図面１(新設構造図)より

図面２(VS横断側溝展開図)より

VS横断側溝　500×500
L=2000 数　量　計　算　書

10m当り

計　　　　　　算　　　　　　式 数    量



名      称 規     格

集水桝 18-8-40BB 1.0 基

均しコンクリ－ト 18-8-40BB 3.48 × 0.10 = 0.35 0.4 m3

均しコン型枠 (1.72 + 3.08 + 1.80 + 1.24) × 0.10 = 0.78 0.8 m2

桝本体Co 18-8-40BB 2.86 × 1.55

- 1.56 × 1.35

- 0.48 × 0.50 × 0.20

- 0.20 × 0.20 × 3.14 × 0.20

- 0.40 × 1.05 × 0.20

- 0.15 × 0.15 × 3.14 × 0.20

= 2.16 2.2 m3

型枠 小型構造物 (1.61 + 2.90 + 1.68 + 1.19) × 1.55

+ (1.15 + 2.19 + 1.20 + 0.96) × 1.35

+ 0.48 × 0.20 × 2.00

+ 0.50 × 0.20 × 2.00

+ 2.00 × 3.14 × 0.20 × 0.20

+ (0.40 + 1.05) × 0.20 × 2.00

+ 2.00 × 3.14 × 0.15 × 0.20

- 0.48 × 0.50 × 2.00

- 0.20 × 0.20 × 3.14 × 2.00

- 0.40 × 1.05 × 2.00

- 0.15 × 0.15 × 3.14 × 2.00

＝ 18.56 18.6 m2

足掛け金物 アメニティステップ N= ＝ 4 4 個

RC30L-250同等品

縞鋼板 取っ手付き2枚組 N= ＝ 1 1 組

t=6.0㎜

集水桝　 数　量　計　算　書
1基当り

図面１(新設構造図)より

計　　　　　　算　　　　　　式 数    量



0.2コンクリート工 18-8-40BB m3

延長箇所調書

コンクリート工

1式当り

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要



名　称 規　格

コンクリート工 18-8-40BB

V1= 0.10 × 1.60 ＝ 0.16 0.2 m3

図面２(新設平面図(拡大)、新設標準横断図　集水桝A-A')より

計　　　　　　算　　　　　　式 数    量

コンクリート工 数　量　計　算　書
1式当り



延長箇所調書

路盤工

不陸整正
補足材
t=10mm m2 4.3

m2 11.5

舗装工

1式当り

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

表層工

再生砕石
RC-30 ｍ2 7.2

再生密粒度
As13mmTOP



名      称 規     格

表層工 再生密粒度As13mmTOP

t=40mm

VS横断側溝部 A1= (0.65 + 0.65） × 7.1 ＝ 9.23

試掘部 A2= 1.50 × 1.50 ＝ 2.25

合計 A= ＝ 11.48 11.5 m2

路盤工 再生砕石RC-30

VS横断側溝部 A1= (0.35 + 0.35） × 7.1 ＝ 4.97

試掘部 A2= 1.50 × 1.50 ＝ 2.25

合計 A= ＝ 7.22 7.2 m2

不陸整正 補足材

t=10mm A= (0.30 + 0.30） × 7.1 ＝ 4.26 4.3 m2

図面２(新設平面図(拡大)、新設標準横断図)より

図面２(新設平面図(拡大)、新設標準横断図　VS横断側溝)より

図面２(新設平面図(拡大)、新設標準横断図　VS横断側溝)より

計　　　　　　算　　　　　　式 数    量

舗装工 数　量　計　算　書
1式当り



延長箇所調書

道路附属物撤去・再設置工

1式当り

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

ビーム部撤去・
再設置工 支柱間隔　1.0m ｍ 1.0

支柱間隔　1.5m m 1.5

ビーム部撤去・
再設置工 支柱間隔　2.0m ｍ 2.0

転落防止柵撤
去・再設置工



名      称 規     格

転落防止柵撤去・再設置 支柱間隔1.5m L= ＝ 1.50 1.5 m

ビーム部撤去・再設置 支柱間隔1.0m L= ＝ 1.00 1.0 m

ビーム部撤去・再設置 支柱間隔2.0m L= ＝ 2.00 2.0 m

道路附属物撤去・再設置工 数　量　計　算　書
1式当り

計　　　　　　算　　　　　　式 数    量

図面４(床掘・取壊し平面図(拡大))より



玉石積み取壊し m3 0.4

玉石 m3 0.4玉石運搬・処分

玉石

殻運搬・処分 無筋 m3 0.7

Co取壊し 無筋 m3 0.7

殻運搬・処分 二次製品 m3 0.1

延長箇所調書

構造物取壊工

Co取壊し 有筋 m3 0.1

舗装版切断

舗装版破砕積込 As舗装 ｍ2 16.2

As舗装 m

1式当り

殻運搬・処分 アスファルト m3

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

19.6

0.7

汚泥運搬処分 汚泥 m3 0.02



名      称 規     格

舗装版切断工 As舗装

VS横断側溝部 L1= 6.80 × 2.00 ＝ 13.60

試掘 L2= 1.50 × 4.00 ＝ 6.00

合計 L= ＝ 19.60 19.6 m

（㎥/100m)

汚泥運搬処分 汚泥 V= 19.60 × 0.10 ÷ 100 = 0.02 0.02 m3

舗装版破砕積込 As舗装

VS横断側溝部 A1= 2.05 × 6.80 ＝ 13.94

試掘 A2= 1.50 × 1.50 ＝ 2.25

合計 A= ＝ 16.19 16.2 m2

As殻運搬・処分 アスファルト 16.19 × 0.04 ＝ 0.65 0.7 m3

Co取壊し 有筋 本体

PU1-300×300 V= 0.06 × 1.15 ＝ 0.07

既設水路開口 V= 0.55 × 0.50 × 0.15 ＝ 0.04

合計 V= = 0.11 0.1 m3

Co殻運搬・処分 二次製品 = 0.11 0.1 m3

Co取壊し

無筋本体

集水桝 V1= 0.79 × 0.79 - 0.42 × 0.64

- 0.20 × 0.20 × 3.14 × 0.15

- 0.30 × 0.30 × 0.15 ＝ 0.32

張りCo① V2= 1.00 × 0.10 ＝ 0.10

張りCo② V3= 0.32 × 0.34 ＝ 0.11

無筋 均しCo

PU1-300×300 V4= 0.05 × 1.15 ＝ 0.06

集水桝 V5= 0.93 × 0.10 ＝ 0.09

合計 V= = 0.68 0.7 m3

Co殻運搬・処分 無筋 = 0.68 0.7 m3

玉石積み取壊し V= 1.30 × 0.99 × 0.30 ＝ 0.39 0.4 m3

玉石運搬・処分 = 0.39 0.4 m3

図面４(床掘・取壊し平面図(拡大)、取壊し標準横断図)より

図面２(新設平面図(拡大)、新設標準横断図　VS横断側溝)より

図面３(取壊し平面図、取壊し構造図)より

図面３(取壊し平面図、取壊し構造図)より

図面２(新設平面図(拡大))より

舗装版切断(m)

計　　　　　　算　　　　　　式 数    量

構造物取壊工 数　量　計　算　書
1式当り


